
 

 

 

 

                                                                                                                                       

                                                                                                      

                                                                                                  

                                                                     校長  山田 勝                                      

日頃より、本校の教育活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

4月より、調布市立第七中学校校長に着任いたしました山田勝と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

野川沿いの桜は、今年も見事に咲きました。桜を愛する心は我々この地で過ごす人にとって共通の心情です。例年の

ようなライトアップもなく、このような制限のある状況下でしたが、多くの人が立ち止まり桜を愛でていました。今を精

一杯咲き誇る桜のその姿勢に私たちは引き付けられるのかもしれません。桜のこの姿から、私たちも、今を精一杯生き

ていこうと前向きな気持ちをもらえていると感じます。 

4月6日火曜日、令和3年度1学期始業式が行われました。それぞれ進級した2，3年生が少し成長した表情で登校

してきました。始業式では、3年生に向けて進路選択は避けて通れない課題ですが、自分の将来から目をそらさず、自分

の未来を切り開くため、自分ならではの進路を自分で決めて、自分のために取り組んでいこう、ということを話しました。

また 2 年生には、自分の活動範囲を広げ、自分の可能性を見つけられるよう新しいことにチャレンジすることをためら

わないで、自分を成長させる労をおしまないように、ということを話しました。 

2年生も3年生も顔を見てしっかり聞いてくれていました。 

 

163名の新入生を迎えました。 

 4月7日水曜日は入学式で１５９名、翌日のはしうち教室入学を祝う会で4名、合わせて 163名の新入生を迎えまし

た。新型コロナウイルス感染拡大防止対応のため、2，3 年生は代表のみの参加でしたが、保護者の皆様と新入生を迎え

る温かい式を執り行うことができました。 

【式辞抜粋】 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

 春本番のこのよき日に人生の新しいスタートを切った皆さんは、中学校の制服に身を包み新しい生活に胸を躍らせて

いることでしょう。 

 今年も野川の桜は立派な花を咲かせてくれました。菜の花の黄色、水面や空の青にも負けず一面を桜色に染めて、私

たちの心を明るく穏やかなものにしてくれました。私たちは桜の花を見ることで春の訪れを感じ、新たな生活のスター

トに向けて頑張ろうと、スイッチを入れるきっかけとしています。その桜は、花が咲くのは 2週間ほど、その 2週間に向

けて、他の 350日は人が見ていなくても葉や根を伸ばし次の出番まで頑張って準備し、自分を育てています。 

春の始まりの今この時に、桜の精一杯頑張って咲き誇る、それまでの準備や努力をみせずに今できることを頑張って

いるその姿勢に私たちは惹かれているのかもしれません。私たちにも精一杯生きていこうと思わせてくれているので

はないでしょうか。 

 中学校の生活は、学習・数々の行事・部活動と日々大変忙しく、ともすると三年間はあっという間に過ぎていきます。

ぜひ何事にも目的意識を持って取り組んでください。 

 新入生の皆さんは、何に取り組み、何を頑張り、どのように成長していきたいと考えていますか。 

 あなたが、成長したい自分を見つけ、実現に向けて頑張るために力をつけていくことに、七中は、七中の先生たちは一

生懸命手助けし応援します。 

 しかし、自分の成長のための一歩は、自分の力で踏みしめなければなりません。その力、学ぶ力、ともに進む力、生きる

力をバランスよく七中で身につけてください。 

第七中学校での３年間、皆さんが何事にも全力で取り組んで、たくましく成長していく姿を見守ります。 

今、世界は困難な時期です。少し我慢をしなければならない事もありますが、明るく、希望を持って前進していってく

ださい。 

 

萌 木 4 月 号  
調布市立第七中学校 

校  長  山田  勝 

令和３年４月 1 3 日発行 



令和３年度 学年別生徒数一覧（4月 9日現在） 

第１学年  第２学年  第３学年 

 男子 女子 計   男子 女子 計   男子 女子 計 

計 81 78 159  計 79 60 139  計 59 68 127 

はしうち教室 男子２ 女子２  はしうち教室 男子１ 女子１  はしうち教室 男子３ 女子４ 

教職員組織 

校長 山田 勝   副校長 藤江 理 

(1) 学年所属・担任（●学年主任，○副学年主任） 

第 1学年 第 2学年 第 3学年 

1組担任 中村 一平（社会） 1組担任 加藤 公太（社会） 1組担任 増田 麻人（技術） 

2組担任 ○萩原あずさ（家庭） 2組担任 ○黒沢  晶（英語） 2組担任 鈴木 奏子（美術） 

3組担任 下山田のぞみ（保体） 3組担任 橋本  樹（数学） 3組担任 ○大野ゆき子（音楽） 

4組担任 河井 丈岳（数学） 4組担任 遠藤 晴久（数学） 4組担任 宮嵜 美樹（国語） 

5組担任 ●栗田 智一（理科） 学年副担任 ●本池 雅子（理科） 学年副担任 ●川邉 耕太（英語） 

学年副担任 中村万寿生（保体） 学年副担任 森村 由紀（養護） 学年副担任 寺澤 拓人（英語） 

学年副担任 高羽  玲（数学） 学年副担任 内田 章子（英語） 学年副担任 正冨 元輝（保体） 

      

  

(2) 分掌主任 

教務主任 生活指導主任 進路指導主任 

中村 万寿生 主幹教諭 加藤 公太 主幹教諭 増田 麻人 教諭 

 

(3) はしうち教室（●主任・〇副主任） 

１年担任 永阪浩之（保体） ２年担任 関根惇宏（英語） ３年担任 〇大原由香（国語） 

教室主任 ●吉田由美子（数学） 非常勤教員 馬渕正彦（保体） 田中 茂（社会） 髙橋正美（数学） 

非常勤教員 宮井千佳（国語） 石森賢一（太陽の子） 教育支援コーディネーター 三井田多津子（養護） 

井上千代子 (養護) 

 
 

(4) 事務・用務・栄養士・図書館司書・ＳＣ・ＳＳ・SSS 

事務主事 下村喜代子 特別支援教室専門員 木村 真由美 

市嘱託事務 中倉 沢子 スクールサポーター 榎本 千鶴 

技能主任 平澤 和好 地域支援 コーディネーター 齊藤 百合子 

市臨時用務 花村 圭一 スクール・サポート・スタッフ 青沼 豊子 

市嘱託栄養士 佐藤 絵里 学習支援員 高橋 和代 

市嘱託司書 森 ますみ 学習支援員 小出あきえ 

  ＡＥＴ Chris  Acevedo  

都スクールカウンセラー 五十畑 昌子 ＡＥＴ（はしうち） Leilani Canta 

市スクールカウンセラー 安藤 拓 牛乳担当 渡 ゆかり 

市スクールカウンセラー（  はしうち ） 笠原 千秋 

 

(5) 特別支援コーディネーター・不登校対策員 

宮嵜美樹 教諭 ・ 森村由紀 主任養護教諭 

 

(6) 相談窓口（いじめ・セクハラ） 

藤江 理 副校長 森村 由紀 主任養護教諭 

令和３年度の学校運営組織です。 

1年間どうぞよろしくお願いします。 



 

  

 

４月６日(火)始業式を行いました。短い春休みでしたが、新学年・新クラスへの期待をもちつつ、新２・３年生が登校しまし

た。桜の花も満開の時期を過ぎ、いたるところに桜の花びらが舞う昇降口の前で、新クラス発表のプリントを受け取り、自分

のクラスを確認しました。 

新型コロナウイルスによる感染症対策も継続しつつ、体育館で式を行いました。新しく七中にいらっしゃった山田勝校長

の話を２、３年生は真剣に聴いていました。その後、新任の先生の紹介と転出された先生の発表がありました。 

これから新しいクラスの中で、多くの仲の良い友達をつくり、認め励まし合いながら楽しく生活できる場をお互いにつくっ

ていってほしいものです。 

始業式の様子              クラス発表風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月７日(水)、令和３年度第４６回入学式が行われました。今年の新入

生は、男子８１名、女子７８名、合計で１５９名で、５クラス編成となりまし

た。 

式の内容は短縮されましたが、新入生は緊張感をもち、式に臨んでい

ました。 

校長式辞の後、生徒会長より心温まる歓迎のことばがありました。そ

の後、新入生代表の力強いことばがありました。全文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業式が行われました。 

 

 

第４６回入学式が行われました。 

 

 

 

 

今日、私たちは、希望と不安を抱いて、第七中学校に入学しました。去年は新型コロナウイルスの影響

により、いろいろな活動が中止になり、不安と悲しみでいっぱいでした。しかし、先生方のご協力のおか

げで、無事に卒業することができました。今日から第七中学校の生徒として、新たな生活への第一歩を踏

み出します。友達との出会いや、新しく始まる勉強、部活動など、これからの学校生活を考えると、期待

で胸がいっぱいです。 

その一方、慣れていない環境で、友達と仲良くできるだろうか、授業についていけるのだろうかなどの

不安もあります。時には辛いことがあるかもしれません。その時は、先生方、先輩の皆さんに相談し、ア

ドバイスをいただき、友達と協力して乗り越えていきます。そして、一日一日を大切にし、悔いのない充

実した三年間を送りたいと思います。校長先生をはじめ、先生方、先輩の皆さん、どうぞ宜しくお願いし

ます。                          新入生代表 



入学式の様子                       新入生受付 

 

 学級活動                                  学級活動 

 

 

 


